


 

 

追加された古墳群 益生田古墳群 

所 在 地 久留米市田主丸町益生田 2275‐３外 

追加指定面積   8033.70 ㎡（総指定面積 28,075.10㎡） 

 

位置と環境 

 益生田古墳群は久留米市田主丸町の南部に横た

わる耳納連山の麓、扇状地上の標高 100m 付近に

立地する。今回対象となった古墳群は、益生田古

墳群のＡ群として周知されている。Ａ群の南にＢ

群、南東にＣ群が分布し、総数 90 基以上が確認さ

れている。 

 

検出遺構 

 調査対象地とした範囲には、調査済を含め 24基

の古墳が残っている。石室の構造は、複式構造の

横穴式石室が 10 基、単室構造の横穴式石室が６基、

構造不明８基であった。 

その中でＡ群 12 号墳は、土石流によって埋没し

ている状況で発見された。石室奥壁には、敲打に

よる人物や格子文の装飾文様が花崗岩に施されて

いる。 

 

所 見 

 敲打の装飾については、古墳時代の所産である

か議論となったが、彩色系の装飾との構図類似性

や、西館古墳の人物と 12 号墳の人物の表現が似て

いることから古墳時代のものと判断された。 

益生田古墳群が、装飾古墳を含む群集墳として

評価されることとなり、田主丸大塚古墳を頂点と

する階層構造の中で、敲打による装飾が、階層的

に下位に位置付けられる群集墳において成立した

ことを示すとともに、装飾においても階層構造が

認められる点が評価され、Ａ群 12 号墳を含む益生

田古墳群を田主丸古墳群に追加することとなった。 

 

 

 

調査期間 20210415～20240330 

調査面積 14,000 ㎡ 

田主丸古墳群  田主丸大塚古墳 寺徳古墳 西館古墳  

中原狐塚古墳 益生田古墳群 

 

追加指定地位置図 

 

 
12 号墳遠景（北上空より） 

 

 
12 号墳玄室奥壁（西より） 
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5.5    データ① 

地 図 
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5.5    データ② 

写真（全景） 
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5.5    データ③ 

写真（個別） 

 

田主丸古墳群の追加指定について 


